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［目 的］熱シ ョ ッ ク タ ンパ ク 質は、細胞が 熱等の ス トレス 環境下に さ ら され た 際

に発現が 上昇 し、変性 した細 胞内タ ン パ ク質の修復に は た ら く分子シ ャ ペ ロ ン

で ある。ヒ トHsp70B’はス ト レス 環境下で 迅速 に 発 現誘導され 、ス ト レス な し

の 環境下 で は 発現が ほ とん ど 検出さ れ な い タ ン パ ク質として 報告さ れ て い る、、
本研究で は、この Hsp70B’の プ ロ モ ータ ー領域 とTet・Offシ ス テ ム とを 融合する

こ とで 、温熱誘導型の 遺伝子 大量発現 シ ス テ ム の構築 を 目 的 と した。
［実験方法及 び結果 ］加温 をス イ ッ チ と して Hsp70B’プ ロ モ ーターが 活性 化 し、
LacZ遺伝子お よ び tTA が 発 現 し、生産 され た tTA で さ ら にLacZ遺伝

．−r一の k 量発

現が 誘導され る プ ラス ミ ドを作製 した 。 こ の プ ラ ス ミ ドを H 。La 細胞 に
．
過性で

導入 し、LaGZ遣伝子 の発現 を経時的に測 定し た。プ ラ ス ミ ドを導入 し、加温 し

な か っ た 場合で は 、Lacz遺伝子の 発 現は 誘導され なか っ たの に対 し、43 ℃で 且

時間加温した 場合で は 、t脇 に よ る ポ ジ テ ィ ブ フ ィ
ードバ ッ ク の効垠に よ り、高

い レ ベ ル の LacZ遺伝子発現が 誘導さ れ た。こ の 結果か ら 、ハ イ ブ リ ッ ドプ ロ

モ ーターが 温熱誘導的 な遺伝子大 量発現 を可 能にす る こ とが 示 され 、本 シ ステ

ム は 、温熱治療と遣伝子治療を併用 し た ガ ン 治療に有用 で あ る と考えられ る。

【目 的】微生物は、t［然 界で様々 な環境 変動 を 生 きるた め に、凝集、接着す る
一．

連の 生 活様式を 有して い る。我々 は腸管系乳 酸菌 ムα c‘o如 σ1伽 ∫ と 大腸 菌が in

vitro で 共凝集す る現象の メ カ ニ ズ ム を検討 して い る。両 菌の共凝集 は invivo で

の 菌叢形成に も影響を もっ て い るの で は な い か と 考え られ る 。本研 究で は 、in

viUro で の共凝集体 の形成条件を検討 して、共凝集体 の諸性 質
・
生理学的 意義 を

明 らか にす る こ と を 目的とす る。
【方法・

結果】LactobaciUus 　casei 　NBRC3831 と Escherichia 　coii 　 MG1655 及 び大腸

菌遺伝 f’欠損 株 〔4 鵡 49瓦 4 湖 ，SifimD，』 σ∫9法 跏 98沼 ψ C詔 ψ σ，刀rpoS ）

を それ ぞれ MRS 、　 LB 培 地で 37 ℃、24 時間、前培養 を行った。シ ャ
ーレに同

・
菌数（10s　cellsiml ）で L．　casei 　NBRC3931 と大腸菌の 前培養液 を混合 して、静置複

合培養 を行 っ た 。その 結果、目視可能 な直径 500 ・、・1，000 μm の 共凝集体が形成

され た 。グ ラム 染色硫 認に よ り2 菌種 で構成 され て い た 。形成条件 として 複合

培養液の pH は、4．5 以 下が 必 要で あった。また 、大腸菌欠損株 を用い て 、関与

遺伝子 を探索 した 結果．本共凝集に は 線毛 と LPS が関与 して い るこ とが明 らか

に な っ た。さ らに 、線毛 と LPS の 関連遺伝子 欠損株 を用 い て 詳細 に 検討 した 結

果、線 毛で はfimA，B，　C，　D，　F，　H ，及 び Z が 、　 LPS で は rfaC ，　D ，　E，　G，　H，　P，及 びSが

共凝集体形成に 関 与す るこ とが 示唆 され た 。
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【目的】現 在、地球温暖化 と化石 燃料枯渇 へ の懸念 か ら 、こ れ に代 替す る 自然 エ

ネル ギ ーの 開 発が 求め られ て い る。光合成で 生 じた 電 r を外部 回 路 へ 取 り出 す

こ とで 電力 を生む生物太陽電池 〔Bio−solarccl1 〕は 、2−3時聞 ∫口 しか 稼働 し な い

化学 太陽電池に 対 し、日照 時間 に及 ぶ 長 い 発電稼働時間 が 期待で き る。本研 究

で は 、明反応 で生 じた余剰電子 を細胞外 に 放出する機構 を持つ ラ ン 藻に着 目 し、
その 生 物太陽電池の 発竃性能の 向上 を囗指 して 、ラ ン 藻の 電極付着条件 を検詞

．

した。
【方法及び 結果】淡水性 ラ ン 藻 S・neehocystis 　sp 、　UTCC534 を BGH 培地で 培養 し

た細胞 懸濁 液を負極槽 に 入れ、負極に はモ
ー

ル 状炭素繊維 を用い た。本菌の 振

盪培養 条件 を変 えた 時、強い 細 胞凝集塊 の 形成が見 られた。こ れを利用 し電極

表面 に 本菌 を凝集 させ た結 果、懸濁培養液 に比べ 、発 生電流が約 2．7倍 上昇 し

た。電顕観 察で は凝 集細胞 問に 密な毛状構 造が認め られた／t 凝集 に クオ ラム セ

ン シ ン グ の 関与 を仮定 し、その 情報伝 達因子で ある 自己誘導因子 （そa）多 くは

ア シ ル ホモ セ リ ン ラ ク トン AHL ）の 産生 を調べ る た め 、　 AHL の 存 在を紫 色色素

生 産 に よ り検 出 で きる Chromobaeterium 　viotaceum 　VIRO7 株
・CVD26 株 を用い て

検定 し た。そ の 結果、培 養液の 有機溶媒抽出画分に 色素生 産が み られ 、AHL の

存在が 示 さ れ た。本 菌 が 産 生 する AHL の 数お よ び そ の ア シ ル 基長 に つ い て TLC

を用 い て 分 析 す る。さ らに抽 出 した AHL の 添加 に よ る凝 集促 進 と発 電に 及ぼ す

効果 を調 べ る。

【目的 1 ブ タ ノール 生 if
’
ts
’
Ciostridiunt　saccharoperbutyiact ．tonicum 　Nl −4 似 下 NT −

4〕の継 代 培 養 に よ り、ブ タ ノ ール生 成 能 を 失 っ た 退化 株 〔DGN3 −4）が 出現す

る、，DGN3 −4 は ブ タ ノール生 合成 遺伝 子 の 転 写 が 誘導 さ れ な い こ とに 加 えて 胞’
r一形成能 も失 っ て い る 、、他の プ タ ノール 生 産 菌 に お い て 胞 子 形 成 開 始 にお け る

主要転写調節因 了
・
として 機能す る sρoOA 　va伝子 を破壊 す る こ とで ブ タ ノール 生

成能 を失 うこ とが 報 告さ れ て い る こ とか ら、本研 究 で は 退 化株 に お け る spet ）A

を解析する こ とで 退化機 構の 解明 を試み た 、，
【方法 ・結果】 sp ・OA遺伝子 の 配 列解析 を行 っ た結 果 、　 DGN3 −4 に お い て そ の orf

及びプロ モ ーター領域に 変異 は確 認 され ずN 且・4 の sρoOM と同 一で あ っ た 。そ こ

で 、ノ ーザ ン プ ロ ッ ト解析 に よ りNl・4とDGN3 ・4の ．spoOA 転 写 景 を比 較 した 。そ

の結 果、N1−4で は 全て の生 育期 に お い て spoOX は転 写 さ れ た の に対 して 、DGN3 −
4で は 定常期以 降転 写 され て い な か っ た e退 化株 に お け る 定常期 以 降 の ．SpoOA 転

写を回復 させ る ため に 、構成 的な発現 を制 御す る bdh （butaneL　dehydrogenase）
プ ロ モ

ー
タ
ー

に よ りspoOA を発現 させ たが 、ブ タノ ール 生 成は 厠 復 しな か っ た 。
こ れよ り、spoOA の 転 写の 欠損が 直接的 な退化 の 原 囚 で は な い 可 能性 が 考 え ら

れ、spoeA 以外 の 他 の 因子が 退化機構 に 閏与 す る こ とが 示 唆 さ れ た。
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